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はじめに 
 
 本書は地震学の教科書・啓発書ではありません。過去の地震 災害の知⾒を通じて、今後⽇本列島を襲う 
“想定された” 危機 である、南海トラフ沿いの巨⼤地震や⾸都直下地震というもの がどのような地震なの
か、また現在、地震学界や内閣府は「地震予知は不可能」と発信していますが、実際それはどのようなこと
を意味するのかを、わかりやすく書いたものです。いわば、 ⽇本列島に暮らす⽇本⼈が知っておくべき地
震や地震防災の基礎知識、とも⾔えるものです。 
 
 そのために、21 世紀型の災害として特に停電やネットの不通による情報難⺠といったものや、経済災害
としての地震を知るために、「⽣き残るためにはどうしたらいいか」という章を作成しました。 
 さらに未来を予測するためには、過去に何が起きたのかを知ることが重要です。そのため「過去の震災に
学ぶ」という章を⽤意しました。 
 
 2021 年暮れには、政府から⻘森・北海道や千島列島沿いで 巨⼤地震の可能性があることが、ある意味、
突然指摘されました。特に千島列島沿いの巨⼤地震は、過去に何度も繰り返し発⽣していたのですが、アイ
ヌ⺠族が⽂字記録を残していなかったため、今まではわかっていませんでした。けれども近年、津波堆積物
の研究により、400 年から 500 年に⼀度の割合で「アルマゲドン地震」と呼ばれる巨⼤津波を伴う地震が発
⽣していたことが判明してきました。最後のアルマゲドン地震は 1600 年代前半に発⽣していたようで、す
でに約 400 年が経過しており、すでに東⽇本⼤震災直前の状態とも考えられています。 
 
  私は世間では地震学者と思われているようですが、実はそうではありません。たまたま学位を東⼤地震
研究所で取得したというだけで、狭義の地震学の主流である地震波形を扱った研究を⾏なったことはありま
せん。ちなみに博⼠論⽂は⽇本列島地下の温度構造というようなプレートテクトニクスに関係する分野で取
得しました。いわば温泉屋です。そのため、⽇本列島の地下に熱源となる放射性元素がどのように分布して
いるかについても研究しました。 
 
 私はここ 30 年ほど、地震予知研究、特に数⽇とか 1カ⽉といった短期・直前の研究を⾏なってきまし
た。よく、「予知か 防災か」というステレオタイプの議論が⾏なわれることがありますが、これは 100%間
違いです。もし予知をすると地震が発⽣しなくなるのであればこの議論は成り⽴ちますが、たとえ予知が成
功しても地震発⽣そのものを防ぐことはできません・「予知も防災も」が正しく、予知はサイエンスとして
は重要ですが、あくまでも防災の⼀部分であり、⼈命を救うための最後の砦と考えています。 
 
 本書を通じて、地震で死なないためには何が重要なのか、さらに 21 世紀の⽇本列島は「⼤地揺乱の時
代」とも⾔える激動の時代であることをご理解いただければと考えています。 
             
 


